
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 ２０１３年４月２１日              NO,３５０ 

 

 沼田公園は、旧沼田藩士子息の久米 

民之助氏が私財を投じ、荒れ果ててい 

た沼田城址の土地を購入し、大正５年 

（１９１６）９月から、公園の西側を 

中心に公園建設に着手し、大正１５年 

（１９２６）に沼田町に寄贈しました。 

 その後も工事はつづけられましたが 

民之助氏は、昭和５年（１９３０）に 

病で倒れ、公園の完成を見ることなく 

翌年７１歳で亡くなりました。 

 沼田公園の池の近くに武尊石の自然 

石に、「冬やまの 痩せたる襞に おきわたす 根雪の光きび

しこのくに」と彫られた、生方たつゑ氏の歌碑があります。 

 この歌は、生方たつゑ氏の第二歌集「雪明」にある一首で、

文字は生方たつゑ氏の

筆によるものです。 

                  生方たつゑ氏は、明治

３７年（１９０４）に生

まれ、大正１５年（１９

２６）生方誠氏と結婚

し、沼田で生活するよう

になりました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
日
本
の
参
加
に
む
け
た
ア
メ
リ
カ
と
の
事
前
協

議
で
、
自
動
車
の
輸
入
問
題
で
も
保
険
や
食
品
の
安
全
基
準
な
ど
非
関
税
障
壁
の
問
題
で
も
、
安
倍
政
権

が
ア
メ
リ
カ
に
大
幅
譲
歩
す
る
内
容
で
合
意
し
ま
し
た
。 

 

自
動
車
貿
易
で
は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
す
る
場
合
は
ほ
と
ん
ど
関
税
を
か
け
な
い
の
に
、
日

本
か
ら
の
輸
出
に
は
ア
メ
リ
カ
は
、
関
税
を
か
け
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
認
め
ら
れ
て
い
る
最
も
長
い
期
間
、
維
持

す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
関
税
が
な
く
な
り
輸
出
が
増
え
る
と
い
う
安
倍

政
権
の
宣
伝
は
、
早
く
も
そ
の
ウ
ソ
が
ば
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

安
倍
首
相
は
、
農
産
物
な
ど
を
「
例
外
扱
い
」
さ
せ
る
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
側
の
発

表
文
で
は
、「
例
外
な
き
関
税
の
撤
廃
」
が
強
調
さ
れ
、
他
の
参
加
国
も
「
例
外
が
な

き
」
を
要
求
し
、
交
渉
次
第
で
農
産
物
な
ど
が
守
ら
れ
る
か
の
よ
う
な
言
い
逃
れ
は
通

用
せ
ず
、
安
倍
首
相
に
は
「
国
益
」
を
守
る
姿
勢
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 利根町追貝の山妻有のサクラが例年より早く満開とな

り、多くの観光客が訪れ写真を撮っていました。 

                 満開の時期には夜

間ライトアップも

され、昼間とはち

がった山妻有のサ

クラを楽しむこと

もできました。 

 材木町の神明宮の春季例祭で、恒例の子ども相撲がお

こなわれ、女の子 

も元気に参加して 

いました。 

 神明宮の子ども 

相撲は、江戸時代 

からおこなわれて 

いたのではという 

話しもあります。 

 ３月の民生福祉委員挙協議会で継続審査となっていた「放射性物質によ

る健康影響検査費助成の実施を求める陳情」が、１１日に開かれた委員協

議会で、賛成多数により採択されました。 

 陳情では、「事故発生直後は、放射性セシウムに加え、放射性ヨウ素も降

り注ぎ、子どもたちをはじめ多くの住民が被爆していると思われます」と

して、放射性物質による子どもや妊産婦の健康影響検査費の助成を求めて

います。 

 県の有識者会議が、「放射性物質による健康については問題ない」と判断

したことから、市では助成をおこなわない考えを示してきましたが、陳情

が採択されたことを受け、市民の願いに助成をおこなうべきです。 

 

 ３月定例市議会で「沼田市くらしの環境美化条例」が、可決され１０月

１日から施行されることになりました。 

             条例では、たばこの吸い殻、空き缶などのポ

イ捨てや犬・猫のフンの放置などの禁止、空き

地の除草など空き地の適正管理を求め、市の指

導、勧告などでも改善が見られない場合は、３

万円以下の科料が課せられます。 


